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・主題を追求し、表現方法を工夫しながら制作す
る。

学習状況

・修正技法を身に付ける。

・ワインの瓶のデッサン   鉛筆で描く。
・鉛筆と練り消しゴムの扱い方について知る。 作品

配色計画 ・16色以上で構成することを理解し工夫する。
学習状況

彩色 ・直線のマスキングの技法を身に付ける。
・混色とベタ塗りの表現を身に付ける。 作品

表現 「正方形の色彩構
成」

・色彩構成　アクリル絵の具で描く。
・色の対比、混色の仕方について理解する。

デザイン アイデｲアスケッチ ・画面構成（バランス、リズム、ハーモニー）を考
えアイデｲアスケッチをする。 アイデｲアスケッチ

２　学習の計画

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
　
期

オリエンテー
ション

美術Ⅰについて ・美術Ⅰの学習を理解する。年間の学習内容を知
る。 作品

デッサン ・円柱を明暗で表現する方法を身に付ける。
・空間を意識し立体感のある表現を学ぶ。 学習状況

表現 補色 ・補色の残像を見て理解する。
学習状況

絵画 「ワインの瓶のデッ
サン」

教科書 美術１（光村図書） 副教材等

１　学習の到達目標

　美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化
と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表す
ことができるようにする。
⑵造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を育成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
⑶主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化
に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

千葉県立佐倉高等学校

令和５年度　芸術科　「美術Ⅰ」　シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科　１年Ａ～Ｇ組　選択者
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４　評価の方法

　上記の評価の３観点から総合的に評価する。（具体的内容：提出作品、授業の取り組み・態度等）

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

　苦手意識を持たずに授業で知るやり方を身につけ、一生懸命制作して下さい。懸命にやり続ける中で自然に自分で創意
工夫するようになることが、人間形成につながります。良い時間を過ごしましょう。
　作品は必ず提出締め切りを守りましょう。期限を過ぎたら減点します。必ず提出すること。

３　評価の観点

知識・技能
　造形的な特徴などをもとに対象を捉えることについて理解を深めている。
　創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け,意図に応じて表現方法創意工夫し表
している。

思考・判断・表現
　造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるととも
に、主題を育成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりして
いる。

主体的に学習に
取り組む態度

　美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

・他の作品から学び、今後の制作に役立てる。

・来年美術を選択しない人にも生涯にわたり美術を
愛好していくことを理解する。

完成・鑑賞 ・主題を追求し、バランスよく仕上げる。
・修正をきちんとする。 作品

アイデｲアスケッチ

・正しい天候や気候を表現できているかを各自がよ
く確認しながら制作する。

・他者に伝えることを意識し色と形等の造形要素の
働きを考えて創造的な表現を工夫する。

・正しいグラデーションについて理解する。

・正しい距離が表現できている色作りや配色かを各
自がよく確認しながら制作する。

学習状況

後
　
期

完成・鑑賞 ・バランスをよく考え、修正して完成させる。
・相互に作品を鑑賞し、新たな発想や工夫を学ぶ。 作品

表現

配色計画 ・効果的に風景を伝える為の省略や強調を理解し工
夫する。

彩色

・曲線のマスキングの技法を身に付ける。

「観光ポスター」
色面分割

・ポスター　　アクリル絵の具で描く。
・参考作品を鑑賞し、主題（色面分割で遠近感や立
体感を表現する）、意図、表現の工夫を理解する。

学習状況

デザイン アイデｲアスケッチ ・風景と地名を伝達する伝達デザインとしてのポス
ターをよく考える。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等




